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子どもが育つ授業をめざして 
校長 三 村 文 弥   

１１月１６日に、西興部小学校を会場に西興部村学校教育振興協議会

兼管内へき地複式教育研究連盟の研究大会が開催されました。管内各地

から５０名ほどの先生方・学校関係者が参加し、３・４年生の国語と５・

６年生の算数の複式授業をご覧いただきました。小規模・複式学級の本校

では、一人一人が目標をもって学習に取り組み、友だちと話し合って課題

を解決していく「子どもが育つ授業」をめざしています。その子どもが育

つ授業を実現するために「個別最適な学び」の授業研究を進めているとこ

ろです。公開授業後に行われた協議では、「子どもが育つ授業とは、先生ががんばる授業ではなく、子どもが

主語・主体となる授業。子どもが育つ学習課題や学習環境を準備しておくことが大切。」といったお話をいた

だきました。今回の公開研究会のように日々の授業を広く公開することで、子ども達だけではなく、先生方に

とっても多くのことを学べるよい機会となりました。 

さて、その「個別最適な学び」については、学校便り「育夢・９月号」で紹介し、『これからの学校では、１

人１台端末を活用しながら、自分で最適な方法を選び、自分で調整しながら学び続けることになる』とお伝え

しましたが、この学びとセットになる「協働的な学び」についてはあまり触れておりませんでした。教育業界

では、「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥らないように「協働的な学び」との一体的な充実が大切であ

るとよく言われます。確かに、タブレット端末を使って一人で黙々と学習作業をしていたりする姿を見ると「孤

立」しているのではと心配になりますが、多くの場合は個別的であっても孤立的ではありません。心配しなく

ても、子ども達はインターネットを調べていて面白い発見があれば誰かに教えたくなるし、教えてもらった方

は、「へぇー！」と感心して、自分でも調べてみたいと思うものです。上手くお目当てのコンテンツにたどり

着けなければ、友だちが教えてくれたりもしますし、一人で端末の画面に没頭しているように見えても、実は

クラウド上で友だちと意見を交流したり、共同で作業していたりすることもあります。一昔前の教室の光景と

は違いますが、「ねぇねぇ、この間のドリフ見た？」みたいに、誰かと共感したり、友だちと一緒に学んだり、

発見したりすることが好きという子どもの本質は変わりません。ただ、この ICT を活用した「個別最適な学

び」にも落とし穴がないわけではありません。 

例えば、昆虫を捕まえてその名前を知りたくなったら、昔であれば、昆虫採集・標本をしているような「昆

虫博士」を頼ってみたり、百科事典や図鑑を引っ張り出して調べたりしたものですが、今は端末で写真を撮り、

インターネットで画像検索をすれば、膨大な資料から簡単に候補を絞って、知りたい昆虫の名前や育て方まで

知ることができます。畑で育てた野菜の調理法を知りたければ、ネット検索で１分ほどの動画にまとめたレシ

ピを人気順に知ることもできます。誰でも簡単に膨大な量の情報を手に入れることはできますが、ネット検索

をしたからといって、全てを理解できるわけでもなく、それを誰かにわかりやすく伝えることができるように

なったわけでもありません。動画を見たからといって、同じ味が再現できるようになったわけでもありません

し、その味が自分の好みにあってるとも限りません。実は、わかった気がしている、できるようなった気がし

ているだけかも知れないというのが大きな落とし穴です。便利な ICT を活用して得た知識を一つのきっかけ

として、自分の考えを誰かに伝えたり、他の人との交流や体験を通して新たな気付きや課題を見つけたりする

ことが大切になります。「個別最適な学び」であっても、学校という場に集まって、みんなで授業に参加して

「協働的な学び」を行う価値がそこにあります。 

 冒頭の話に戻りますが、子どもが育つ授業とは、子どもが汗をかく授業です。子ども達が授業でいい汗をか

いて、しっかり学べるように先生方も日々学んでいます。 

 

 



 


